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第
五
十
九
回
通
常
総
会
は
、

五
月
二
十
三
日(

金
）
午
後
四

時
半
よ
り
、
台
東
区
の
「
上
野

東
天
紅
」
に
於
い
て
開
催
さ
れ
、

各
議
案
が
す
べ
て
満
場
一
致
で

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

前

田

智

信

理

事

の

司

会

で

定
数
を
満
た
し
て
い
る
た
め
総

会
は
設
立
す
る
旨
が
宣
言
さ
れ
、

議
長
に
北
島
理
事
長
を
選
出
し

議
案
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。 

第
一
号
議
案
・
令
和
六
年 

                     

度
事
業
報
告
及
び 

決
算
関
係

書
類
承
認
の
件
は
、
本
間
敏
道

専
務
理
事
が
原
案
を
朗
読
し
、

続
い
て
日
野
秀
子
監
事
が
監
査

報
告
を
行
い
、
満
場
一
致
で
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

第

二

号

議

案

・

令

和

七

年

度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
並
び

に
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法

決
定
の
件
で
は
、
本
間
専
務
理

事
が
事
業
計
画
と
収
支
予
算
案

を
朗
読
し
、
満
場
一
致
で
可
決 

                     

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

第

三

号

議

案

・

令

和

七

年

度
に
お
け
る
借
入
れ
金
額
の
最

高
限
度
額
決
定
の
件
に
つ
い
て

も
、
従
来
ど
お
り
二
千
万
円
と

し
た
い
と
説
明
が
あ
り
、
第
四

号
議
案
・
役
員
報
酬
決
定
の
件

で
も
従
来
ど
お
り
支
給
し
な
い

旨
を
説
明
し
、
い
ず
れ
も
満
場

一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

続

い

て

第

五

号

議

案

・

任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
の
件

で
は
北
島
議
長
よ
り
例
年
通
り

指
名
推
薦
制
を
取
り
た
い
旨
が

説
明
さ
れ
、
選
考
委
員
長
に
大

澤
雅
純
氏
、
選
考
委
員
に
保
坂

知
彦
氏
、
本
間
敏
道
氏
が
指
名

さ
れ
、
別
室
に
於
い
て
選
考
委

員
会
が
開
か
れ
た
結
果
、
理
事

七
名
、
監
事
一
名
が
候
補
と
し

て
委
員
長
よ
り
発
表
さ
れ
、
北

島
議
長
か
ら
新
理
事
に
つ
い
て

承
認
を
求
め
た
結
果
、
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

引

き

続

き

第

一

回

目

の

理

事
会
が
別
室
で
開
催
さ
れ
、
理

事
長
に
北
島
憲
高
氏
、
副
理
事

長
に
大
澤
雅
純
氏
、
専
務
理
事

に
本
間
敏
道
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選

出
さ
れ
、
総
会
は
無
事
終
了
し

ま
し
た
。 

総

会

終

了

後

会

場

を

移

し

て
、
協
賛
会
員
、
ご
来
賓
、
報

道
関
係
者
を
交
え
て
恒
例
の
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
、
保
坂
知
彦

理
事
の
司
会
で
初
め
に
総
会
が 

無
事
終
了
し
、
新
た
な
ス
タ
ー

ト
が
切
ら
れ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
ご
来
賓
の
紹
介
の
後
、
挨

拶
に
立
っ
た
北
島
理
事
長
は
、 

「
今
回
の
改
選
で
四
期
目
を
引

き
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

が
、
私
も
ま
だ
若
輩
者
で
す
し
、

コ
ロ
ナ
の
期
間
も
活
動
で
き
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
や
り
残

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
も

う
一
期
や
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
物
価
高
の

中
大
変
な
時
期
で
は
あ
り
ま
す

が
こ
う
し
た
時
こ
そ
組
合
が
一

致
団
結
し
、
協
賛
会
の
協
力
を

得
な
が
ら
組
合
運
営
を
進
め
て

い

き

た

い

と

思

っ

て

い

ま

す
。
」
と
語
り
ま
し
た
。 

続

い

て

ご

来

賓

の

挨

拶

と

し
て
、
東
京
都
中
小
企
業
団
体

中
央
会
の
橋
北
隆
参
事
と
協
賛

会
の
服
部
真
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

こ

の

後

大

澤

雅

純

副

理

事

長
の
音
頭
で
出
席
者
全
員
が
乾

杯
を
し
、
和
や
か
な
歓
談
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
午
後
八
時
前
に

ゼ
ネ
ラ
ル
タ
ッ
ク
桑
原
社
長
と

リ
ン
テ
ッ
ク
吉
武
専
務
の
二
人

に
よ
る
中
締
め
で
お
開
き
と
な

UR L  h t tp : / / w w w. l a be l - t o k yo . c om /       E メール t l p a _1 96 6 @k a2 . so -n e t .n e . jp  

   組合の楽しい便り投稿歓迎します。                                                                                     

  令和 7 年 6 月号  

東京都ラベル印刷協同組合     編集 :広報・情報システム化委員会  

〠111 - 00 51  東京都台東区蔵前 4 - 16 - 4             TE L ( 38 66 ) 45 61   FA X ( 58 21 ) 64 43  

  

                                                      

NO474

うよ 9

ううう

ふ 2 ぬ

1 ぬゆ

8 ゆえ

5 うう

ううう

2 

 

第５９回通常総会を開催 

組合運営も大きな転換点を迎える 

理事長に北島憲高氏が四期目へ 
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り
ま
し
た
。 

新
役
員
は
次
の
通
り
。 

■
理
事
長
・
北
島
憲
高(

北

島
シ
ー
ル
印
刷
所)

■
副
理
事

長
・
大
澤
雅
純(

昭
レ
Ｐ
Ｌ
Ｕ

Ｓ)

■
専
務
理
事
・
本
間
敏
道

(

事
務
局)

■
理
事
・
保
坂
知

彦(

旭
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
製
作

所)

、
前
田
智
信(

前
田
印
刷

所)

、
藤
井
雅
一(

フ
ジ
ラ
ベ

ル
印
刷)

、
藤
井
崇
徳(

大
進

ラ
ベ
ル
印
刷)

■
監
事
・
日
野 

 

  

秀
子(

日
野
旭
堂)

 

 

■
令
和
七
年
度
実
施
事
業 

１
．
技
術
・
環
境
対
策
委
員
会 

 

新
技
術
、
新
商
品
の
積
極
的

な
開
発
と
環
境
問
題
、
リ
サ
イ

ク
ル
化
に
取
組
む 

①

ラ

ベ

ル

関

連

機

材

展

「
ラ
ベ
ル
フ
ェ
ス
タ
」
の
開
催 

②

Ｒ

Ｐ

Ｆ

化

に

よ

る

リ

サ

イ
ク
ル
化
事
業
の
さ
ら
な
る
普

及
・
啓
蒙 

③

環

境

問

題

へ

の

取

り

組

み
と
し
て
Ｖ
Ｏ
Ｃ
削
減
等
に
努

力
す
る
。 

④

印

刷

技

術

の

多

様

化

と

そ
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
す
る 

 
 

 

 

２
．
教
育
・
経
営
委
員
会 

 

経
営
者
と
従
業
員
の
意
識
改

革
と
、
資
質
の
向
上
を
目
的
に

し
た
各
種
事
業
を
実
施
す
る
。 

①

人

材

の

育

成

を

目

指

し

た
、
経
営
者
、
従
業
員
へ
の
教

育
支
援
「
出
前
・
出
張
講
座
」

の
実
施 

②

環

境

対

応

へ

の

シ

ー

ル
・
印
刷
グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ

ィ
グ
（
Ｇ
Ｐ
）
認
定
取
得
支
援  

 

③

小

規

模

・

零

細

企

業

向

け

の

簡

易

版

事

業

継

続

計

画

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
推
進 

④

組

合

員

の

ニ

ー

ズ

把

握

の
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施 

 
 ３

．
広
報
・
情
報
シ
ス
テ
ム
化

委
員
会 

組

合

員

に

対

し

迅

速

な

情

報
の
提
供
と
、
組
合
事
業
の
広

報
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、 

多
様
な
情
報
化
時
代
へ
の
対
応

を
は
か
る
。 

①

組

合

機

関

紙

『

ラ

ベ

ル

ニ
ュ
ー
ス
』
の
よ
り
い
っ
そ
う

の
紙
面
充
実
を
は
か
る
。 

②

組

合

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

の

内
容
に
つ
い
て
、
迅
速
な
更
新

と
そ
の
活
用
方
法
の
研
究 

③

国

や

東

京

都

な

ど

の

金

融
情
報
、
助
成
金
・
補
助
金
情

報
の
迅
速
な
提
供
を
は
か
る
。 

④

組

合

員

・

会

友

、

協

賛

会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進

す
る
。 

 
 

 
 

 

４
．
福
利
厚
生
委
員
会 

 

組
合
員
お
よ
び
従
業
員
の
福

利
厚
生
に
関
す
る
各
種
事
業
を

行
い
、
ゆ
と
り
と
余
裕
の
あ
る

労
働
環
境
構
築
に
努
め
る
。 

①
従
業
員
対
象
の
働
き
方
改
革

の
徹
底
、
有
給
休
暇
取
得
率
の

ア
ッ
プ
を
図
る
。 

 

②
組
合
研
修
旅
行
と
ボ
ー
リ
ン

グ
大
会
の
実
施
な
ど
組
合
員
、

従
業
員
を
対
象
に
し
た
福
利
厚

生
事
業
の
充
実 

 
 

 

③

育

児

休

業

や

介

護

休

業

法
な
ど
関
連
法
規
の
周
知
徹
底

を
図
る
。 

 
 ５

．
事
業
委
員
会 

 

組
合
財
政
の
基
盤
強
化
の
た

め
に
、
副
資
材
の
共
同
購
入
と

新
た
な
事
業
収
入
の
道
を
探
る
。 

①

雄

型

用

紙

等

、

副

資

材

等
組
合
取
扱
商
品
の
使
用
方
法

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介 

②

組

合

オ

リ

ジ

ナ

ル

取

扱

商
品
の
調
査
・
研
究
に
努
め
る
。 

③

組

合

取

扱

商

品

の

拡

大

と
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。 

 

年
次
大
会
大
阪
大
会 

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布 

 

今

回

の

総

会

で

は

十

月

二

十
四
日(

金)

に
開
催
さ
れ
る

「
第
六
十
七
回
年
次
大
会
大
阪

大
会
」
の
開
催
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
全
員
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。  

    
 

           

 

                 



                 

こ

の

度

、

組

合

よ

り

Ｇ

Ｐ

認
定
に
つ
い
て
の
経
緯
に
つ
い

て
原
稿
依
頼
が
あ
り
、
今
回
ラ

ベ
ル
ニ
ュ
ー
ス
に
掲
載
し
て
い

た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

私

は

株

式

会

社

近

代

社

の

代
表
取
締
役
渡
部
信
博
で
す
。 

三
代
目
と
し
て
会
社
を
受
け
継  

ぎ
な
が
ら
、
よ
り
良
い
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。 

今

回

は

、

会

社

の

紹

介

を

兼
ね
て
、
Ｇ
Ｐ
認
定
取
得
ま
で

の
経
緯
に
つ
い
て
書
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

私

が

入

社

し

た

七

年

前

、

若
手
社
員
が
定
着
せ
ず
、
十
四

年
間
に
わ
た
り
新
し
い
人
材
を

育
て
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
し
た
。 

入

社

二

年

目

に

は

、

人

事

の
仕
事
に
携
わ
り
た
い
と
志
願

し
、
面
接
時
の
会
社
説
明
や
研

修
に
必
要
な
情
報
を
整
理
す
る

必
要
性
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

そ

こ

で

理

解

を

深

め

る

た

め
の
資
料
を
作
成
し
た
こ
と
が
、

結
果
と
し
て
Ｇ
Ｐ
認
定
取
得
へ

の
大
き
な
一
歩
に
な
っ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。 

そ

れ

ま

で

は

口

頭

で

の

説

明
が
中
心
で
し
た
が
、
写
真
や

イ
メ
ー
ジ
図
を
活
用
し
、
新
人

の
方
に
も
分
か
り
や
す
い
よ
う

工
夫
し
ま
し
た
。
業
界
未
経
験

だ
っ
た
私
自
身
も
、
内
容
を
ま

と
め
る
過
程
で
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

当

時

は

Ｇ

Ｐ

認

定

に

つ

い

て
何
も
知
ら
ず
、
そ
の
後
も
社

内
の
仕
組
み
を
分
か
り
や
す
く

伝
え
る
た
め
に
、
必
要
な
情
報

の
整
理
を
続
け
て
い
ま
し
た
。 

 
 

し

か

し

、

現

場

の

社

員

に

と
っ
て
は
日
々
の
業
務
で
習
慣

化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

改
め
て
書
面
で
ま
と
め
る
必
要

性
を
感
じ
に
く
い
部
分
も
あ
り

ま
し
た
。
加
え
て
、
通
常
業
務

の
合
間
を
縫
っ
て
こ
の
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
は
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

入

社

三

年

目

に

は

前

社

長

の
高
桑
が
急
逝
し
、
準
備
も
な

い
ま
ま
代
表
を
引
き
継
ぐ
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。 

そ

の

後

、

東

京

都

ラ

ベ

ル

組
合
の
清
宮
参
与
と
お
会
い
し
、

初
め
て
Ｇ
Ｐ
認
定
制
度
の
存
在

を
知
り
、
清
宮
さ
ん
の
な
ぜ
い

ま
Ｇ
Ｐ
が
必
要
な
の
か
と
熱
心

な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

い

た

だ

い

た

書

類

を

参

考

に
し
な
が
ら
必
要
な
情
報
を
整

理
し
、
地
道
に
取
り
組
み
を
続

け
た
こ
と
で
、
一
年
後
の
清
宮

さ
ん
と
の
再
会
時
に
は
認
定
取

得
に
向
け
た
準
備
を
整
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

認

定

を

取

得

し

た

五

日

後

に
判
断
基
準
の
改
訂
が
あ
り
、

ぎ
り
ぎ
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
間

に
合
っ
た
こ
と
に
安
堵
し
た
こ

と
は
忘
れ
ま
せ
ん
。 

現

在

で

は

、

四

年

前

に

入

社
し
た
若
手
社
員
が
機
械
を
扱

え
る
よ
う
に
な
り
、
給
与
明
細

や
勤
怠
管
理
も
ス
マ
ホ
で
行
え

る
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
化
し
ま
し

た
。
次
世
代
の
社
員
が
働
き
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
今

後
も
さ
ら
に
改
善
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く

の
場
面
で
皆
様
の
ご
指
導
を
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
る
か
と
存
じ

ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

   

     

            

   

   

        

 

     

 

寄  稿   No3      

若い人材が輝ける場所目指し 

ＧＰ認定までの道のりを語る 
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日
本
印
刷
産
業
連
合
会(

麿

秀
晴
会
長)

は
、
一
九
八
五
年

(

昭
和
六
〇
年)

に
印
刷
産
業
一

〇
団
体
が
結
集
し
、
産
業
の
一

層
の
発
展
と
生
活
文
化
の
向
上

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
設

立
さ
れ
、
今
年
で
創
立
四
〇
周

年
の
佳
節
を
迎
え
ま
し
た
。 

同

連

合

会

の

加

盟

団

体

は

、

全
日
本
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組
合

(

四
五
七
社)

を
初
め
、
印
刷

工
業
会(

八
三
社)

、
全
日
本

印
刷
工
業
組
合
連
合
会(

三
七

三
一
社)

、
日
本
フ
ォ
ー
ム
印

刷
工
業
連
合
会(

九
七
社)

、

一
般
社
団
法
人
日
本
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
工
業
会(

七

一
八
社)

、
全
日
本
製
本
工
業

組
合
連
合
会(

五
六
一
社)

、 

全
国
グ
ラ
ビ
ア
協
同
組
合
連
合

会(

一
六
二
社)

、
日
本
グ
ラ

フ    

 

フ
ィ
ッ
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ
工
業
組
合
連
合
会(

一
三

三

社)

、

全

日

本

ス

ク

リ

ー

ン
・
デ
ジ
タ
ル
印
刷
協
同
組
合

連
合
会(

一
三
一
社)

、
全
日

本
光
沢
加
工
紙
協
同
組
合
連
合

会(
七
九
社)

な
ど
十
団
体
。 

設

立

当

時

の

印

刷

産

業

の

製
品
出
荷
額
は
、
一
〇
年
間
で

二
倍
に
拡
大
す
る
ほ
ど
の
成
長

産
業
で
あ
り
、
印
刷
関
連
業
界

に
は
業
種
や
地
域
ご
と
に
様
々

な
団
体
が
存
在
し
て
い
た
。
そ

の
よ
う
な
中
、
来
る
べ
き
高
度

情
報
化
社
会
の
一
翼
を
担
う
産

業
と
し
て
、
大
手
印
刷
企
業
と

中
小
企
業
団
体
が
大
同
団
結
し
、

印
刷
産
業
全
体
を
包
括
す
る
社

団
法
人
と
し
て
一
九
八
五
年
に

日
印
産
連
が
設
立
さ
れ
た
。 

社

会

全

体

の

Ｄ

Ｘ

や

Ａ

Ｉ

活
用
が
加
速
し
、
生
活
や
ビ
ジ

ネ
ス
が
大
き
く
変
化
す
る
中
に

お
い
て
も
印
刷
産
業
が
社
会
に

求
め
ら
れ
る
産
業
で
あ
る
た
め

に
は
、
高
付
加
価
値
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
産
業
と
し
て
の
あ

る
べ
き
姿
を
見
据
え
、
長
期
的

な
視
点
に
立
っ
て
会
員
一
〇
団

体
が
力
を
合
わ
せ
、
新
た
な
価

値
創
出
と
事
業
領
域
拡
大
に
向

け
た
連
携
・
共
創
を
ス
ピ
ー
ド

と
規
模
感
を
持
っ
て
推
進
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。 

印

刷

と

一

口

に

言

っ

て

も

凸
版
、
大
日
本
印
刷
の
様
な
大

手
も
あ
れ
ば
町
中
の
小
さ
な
印

刷
屋
さ
ん
ま
で
様
々
だ
が
、
そ

れ
ま
で
規
模
別
や
工
程
別
な
ど

に
あ
っ
た
印
刷
の
業
界
団
体
を

取
り
ま
と
め
る
形
で
日
印
産
連

が
設
立
さ
れ
社
会
的
地
位
を
確

立
し
た
意
義
は
大
き
か
っ
た
。 

シ

ー

ル

印

刷

業

界

も

昭

和

五
十
一
年
に
セ
ル
フ
ラ
ベ
ル
特

許
が
失
効
し
、
新
規
業
者
が
雨

後
の
筍
の
よ
う
に
増
加
し
た
が
、

こ
の
四
十
年
で
環
境
は
大
き
く

変
化
し
、
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
タ

ー
の
登
場
で
需
要
は
落
ち
込
み
、

組
合
員
数
も
激
減
し
た
。 

し

か

し

、

環

境

問

題

や

原

材
料
の
値
上
げ
に
対
し
て
は
、

日
印
産
連
と
し
て
対
応
し
て
お

り
、
特
に
グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ

ィ
ン
グ(

Ｇ
Ｐ)

認
定
制
度
で

は
、
多
く
の
組
合
員
が
Ｇ
Ｐ
認

定
工
場
を
取
得
し
て
お
り
。
各

方
面
か
ら
大
き
な
評
価
を
得
て

い
ま
す
。 

 

日
本
ウ
エ
ス
ト
東
海 

高
度
選
別
ラ
イ
ン
導
入 

 

日

本

ウ

エ

ス

ト

東

海

㈱

は

こ
の
ほ
ど
高
度
選
別
ラ
イ
ン
の

増
設
を
行
い
、
本
設
備
の
導
入

に
よ
り､

高
度
な
リ
サ
イ
ク
ル

処
理
を
可
能
と
し､

廃
棄
物
の

再
資
源
化
と
環
境
負
荷
の
低
減

に
貢
献
で
き
る
と
し
て
い
る
。 

こ

れ

に

よ

り

、

従

来

の

Ｒ

Ｐ
Ｆ
製
造
ラ
イ
ン
に
加
え
、
多

様
な
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
混
合

廃
棄
物
の
受
け
入
れ
が
可
能
と 

な
っ
た
。
新
設
備
は
二
〇
二
五

年
五
月
よ
り
本
格
稼
働
を
予
定

し
て
お
り
、
そ
れ
に
先
立
ち
四

月
十
八
日
に
竣
工
式
を
実
施
し

ま
し
た
。(

高
度
選
別
ラ
イ
ン)  

 

                      

  

        

 

日
本
印
刷
産
業
連
合
会
が
設
立
四
〇
周
年 

今
後
も
会
員
一
〇
団
体
が
力
を
合
わ
せ 

高
付
加
価
値
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
産
業
へ 



■
耳
の
病
気
と
は 

音

源

よ

り

生

じ

た

空

気

の

振
動
を
感
じ
る
こ
と
で
、
人
は

音
を
認
識
し
て
い
ま
す
。
耳
の

機
能
に
よ
り
、
音
の
振
動
は
脳

で
感
じ
る
た
め
の
電
気
信
号
に

変
換
さ
れ
ま
す
。 

音

に

よ

り

生

じ

た

鼓

膜

の

振
動
は
、
鼓
膜
の
奥
の
小
さ
な 

              

 

骨
（
耳
小
骨
）
を
伝
わ
っ
て
内

耳
に
到
達
し
ま
す
。
内
耳
で
振

動
は
電
気
信
号
に
変
換
さ
れ
、

聴
神
経
を
伝
わ
っ
て
脳
へ
到
達

し
、
音
と
し
て
認
識
さ
れ
ま
す
。 

 
 

難

聴

は

、

こ

の

プ

ロ

セ

ス

が
障
害
さ
れ
る
こ
と
で
生
じ
ま

す
。
鼓
膜
に
穴
が
あ
っ
た
り
耳

小
骨
が
欠
損
し
た
り
し
て
、
音

の
振
動
が
う
ま
く
内
耳
ま
で
伝

わ
ら
な
い
こ
と
で
生
じ
る
難
聴

を
伝
音
難
聴
と
い
い
ま
す
。 

内

耳

が

障

害

さ

れ

音

の

振

動
を
電
気
信
号
に
変
換
で
き
な

い
こ
と
で
生
じ
る
難
聴
や
、
聴

神
経
が
う
ま
く
電
気
信
号
を
伝

達
で
き
な
い
こ
と
で
生
じ
る
難

聴
を
感
音
難
聴
と
い
い
ま
す
。 

 

伝

音

難

聴

を

生

じ

る

疾

患

と
し
て
は
、
鼓
膜
穿
孔
や
中
耳

炎
、
先
天
性
耳
小
骨
奇
形
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
感
音
難
聴
を
生

じ
る
疾
患
と
し
て
は
、
突
発
性

難
聴
や
内
耳
炎
、
加
齢
性
難
聴
、

聴
神
経
腫
瘍
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

■
中
耳
炎
と
は 

鼓

膜

の

奥

の

中

耳

で

炎

症

を
起
こ
し
た
も
の
が
「
中
耳 

炎
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
中
耳
炎

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も

最
も
多
く
、
一
般
的
に
中
耳
炎

と
言
わ
れ
て
い
る
の
が
急
性
中

耳
炎
で
す
。 

鼻

の

細

菌

や

ウ

イ

ル

ス

が

、

鼻
の
奥
か
ら
中
耳
に
つ
な
が
る

耳
管
（
じ
か
ん
）
を
通
っ
て
中

耳
に
入
り
、
炎
症
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
耳
に
激
し
い
痛
み
が

あ
り
、
聞
こ
え
も
悪
く
な
り
耳

が
つ
ま
る
感
じ
が
し
ま
す
。
中

耳
に
は
膿
が
た
ま
り
、
症
状
が

進
む
と
鼓
膜
が
破
れ
て
耳
か
ら

膿
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
乳
児
で
は
痛
み
を
訴
え
ら

れ
な
い
の
で
、
機
嫌
が
悪
く
ぐ

ず
っ
た
り
し
ま
す
。
鼓
膜
は
赤

く
腫
れ
上
が
り
ま
す
。
抗
菌
薬

の
内
服
や
耳
の
処
置
、
必
要
に

応
じ
て
鼓
膜
を
切
開
し
て
中
の

膿
を
出
し
て
治
療
し
ま
す
。 

■
外
耳
炎
と
は 

鼓

膜

の

手

前

を

外

耳

と

い

い

、

こ

こ

の

炎

症

が

「

外

耳

炎
」
で
す
。
不
潔
な
耳
か
き
、

指
の
つ
め
な
ど
で
耳
の
中
を
か

い
て
傷
を
作
っ
た
場
合
な
ど
に

細
菌
が
入
り
炎
症
を
起
こ
し
発

症
し
ま
す
（
矢
印
）
。
耳
が
痛

く
な
り
ま
す
。
ひ
ど
く
は
れ
る

と
聞
こ
え
が
悪
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
耳
た
ぶ
を
ひ
っ
ぱ

っ
た
り
、
耳
の
入
り
口
を
押
し

た
り
す
る
と
痛
み
が
強
く
な
り

ま
す
。
治
療
は
耳
鼻
咽
喉
科
で

の
局
所
の
処
置
、
抗
菌
薬
や
鎮

痛
薬
の
内
服
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

■
突
発
性
難
聴
と
は 

突

然

発

症

し

た

原

因

不

明

な
難
聴
の
こ
と
を
「
突
発
性
難

聴
」
と
い
い
ま
す
。
突
発
性
難

聴
で
は
、
目
が
覚
め
て
気
づ
く

よ
う
な
即
時
的
な
難
聴
の
他
に
、

耳
鳴
り
、
耳
が
ふ
さ
が
っ
た
感

じ
、
め
ま
い
な
ど
の
症
状
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

難
聴
や
め
ま
い
以
外
の
脳
神
経

症
状
（
呂
律
が
回
ら
な
い
、
顔

の
感
覚
が
鈍
い
、
飲
み
こ
み
に

く
い
等
）
を
合
併
す
る
場
合
に

は
、
脳
梗
塞
な
ど
他
の
疾
患
を 

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

突

発

性

難

聴

の

診

断

に

お

い
て
は
、
急
性
感
音
難
聴
を
来

す
他
の
疾
患
（
急
性
低
音
障
害

型
感
音
難
聴
、
外
リ
ン
パ
瘻
、

ム
ン
プ
ス
難
聴
、
音
響
外
傷
、

メ
ニ
エ
ー
ル
病
、
聴
神
経
腫
瘍

な
ど
）
と
の
鑑
別
を
行
い
、
除

外
診
断
を
行
う
こ
と
が
大
切
で

す
。
特
に
、
脳
や
内
耳
の
Ｍ
Ｒ

Ｉ
検
査
を
行
い
、
脳
梗
塞
や
聴

神
経
腫
瘍
と
の
鑑
別
を
行
う
こ

と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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No214 健康がいちばん !  

伝音難聴と感音難聴が原因 

中耳炎、外耳炎、突発性難聴 

https://www.jibika.or.jp/modules/disease/index.php?content_id=20#cyuji
https://www.jibika.or.jp/modules/disease/index.php?content_id=20#cyuji
https://www.jibika.or.jp/modules/disease/index.php?content_id=15#mimi_5
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三
起
機
械
㈱
（
大
阪
府
東
大

阪
市
高
井
田
中
、
☎
０
６
・
６

７
８
７
・
０
１
６
１
）
は
、
凸

版

間

欠

機

「

Ｍ

Ａ

Ｘ

―

３

０

０

」

を

リ

リ

ー

ス

し

て

お

り

、

「
Ｓ
Ｍ
Ｐ
―
３
０
０
」
の
後
継

機
と
し
て
、
ラ
ベ
ル
業
界
へ
訴

求
し
て
い
ま
す
。 

同
機
は
、
Ｓ
Ｍ
Ｐ
―
３
０
０

の
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
高
評
価
を
得 

 
 

て
い
る
独
自

の
セ
ク
シ
ョ

ナ
ル
ド
ラ
イ

ブ
方
式
や
蛇

行
修
正
装
置

に
よ
る
ガ
イ

ド
レ
ス
機
構

な
ど
を
継
承

し
つ
つ
、
ユ

ー
ザ
ー
か
ら

の
要
望
を
反

映
す
る
こ
と

で
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
含
め

た
操
作
性
を

向
上
。
圧
胴 

    

   

交
換
や
ニ
ッ
プ
調
整
を
容
易
に

こ
な
す
機
構
を
採
用
し
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
作
業
負
担
を
軽
減
。 

昨
今
の
高
品
質
な
印
刷
を
安

定
的
に
供
給
す
る
た
め
に
、
機

械
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
非
常
に

重
要
な
要
素
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
従
来
機
は
ニ
ッ
プ
調
整

や
圧
胴
交
換
等
が
難
し
い
構
造

で
あ
っ
た
が
、
簡
易
ニ
ッ
プ
調

整
機
構
を
採
用
す
る
こ
と
で
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
簡
単
に
ニ
ッ

プ
調
整
・
圧
胴
交
換
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ユ
ー
ザ
ー
に
高
付

加
価
値
な
印
刷
を
提
供
し
ま
す
。 

オ
プ
シ
ョ
ン
装
備
も
充
実
し

て
お
り
、
独
自
機
構
に
よ
る
イ

ン
ラ
イ
ン
の
り
面
印
刷
装
置
を

は
じ
め
、
コ
ー
ル
ド
箔
ユ
ニ
ッ

ト
や
フ
レ
キ
ソ
ニ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
、

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ダ
イ
カ
ッ
ト
ユ

ニ
ッ
ト
な
ど
の
搭
載
が
可
能
。 

さ
ら
に
新
機
構
と
し
て
ウ
ェ 

ブ
の
流
れ
方
向
と
天
地
方
向
の 

双
方
へ
自
動
的
に
見
当
調
整
し
、

そ
の
状
態
を
保
持
す
る
新
機
構 

    

   

も
独
自
開
発
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
女
性
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
雇
用
が
進
ん
で
お
り
、
こ
の

よ
う
な
現
状
を
鑑
み
、
同
機
を

女
性
に
も
扱
い
や
す
い
よ
う
に

で
き
る
オ
プ
シ
ョ
ン
を
設
定
。

機
体
の
全
高
を
下
げ
た
こ
と
及

び
日
々
使
う
部
材
の
軽
量
化
を

行
う
事
で
、
イ
ン
キ
ツ
ボ
の
調

整
な
ど
に
関
す
る
視
認
性
・
操

作
性
を
向
上
し
、
ま
た
給
紙
ロ

ー
ル
も
高
く
持
ち
上
げ
る
こ
と

な
く
セ
ッ
ト
が
可
能
で
す
。 

同
社
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
技
術
ノ
ウ
ハ
ウ
に
基
づ
き
開

発
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
ジ
ョ
ブ

チ
ェ
ン
ジ
の
時
間
を
大
幅
に
短

縮
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。 

近
年
の
ラ
ベ
ル
の
ニ
ー
ズ
は
、

高
品
質
・
高
機
能
に
加
え
、
多

品
種
小
ロ
ッ
ト
化
が
一
段
と
進 

む
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
加
え
て

ラ
ベ
ル
の
生
産
現
場
で
は
、
人

手
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
お
り 

生
産
効
率
化
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
同
機
は
こ
れ
ら
の
課
題

を
克
服
で
き
る
機
構
を
搭
載
し 

ユ
ー
ザ
ー
の
事
業
に
貢
献
す
る 

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

主
な
仕
様
は
次
の
と
お
り
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ー
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第
二
二
一
回

「 

三 

起 

機 

械 

」 

凸版間欠機「ＭＡＸ-３００」発売 

オペレーターの作業負担を軽減 

http://sankikikai.co.jp/

